とだ、 …… 「川 那子丹 造の 真相 を あばく」 という、 題 

名から して、 お前の 度胆を抜 くような 本が、 出版され 

た。 

忘れ もせぬ、 …… お前 も 忘れて はおるまい、 …… 青 

い クロ — ス 背に 黒文字で 書名 を 入れた 百 四十 八 頁の、 

一 頁 ごとに 誤植が 二つ 三つ あると いう 薄っぺらい、 薄 

汚い 本で、 …… 本当の こと も いくらか 書いて あつたが、 

ろうばい ？ IP か 

…… いや、 それ故に 一 層お 前 は 狼狽して、 莫迦げ た 金 

と 人手 を 使って、 その 本の 買い占めに 躍起と なった。 

むかし 新聞 屋 ( …… というより 外に 適当な 言葉 も 見 

当らぬ が、 お望みな らば、 新聞社の 社長と 言い かえて 



も 良い …… ) をして いた 頃、 さんざ 他人の 攻撃 をして 

来た 自分が、 こんど は 他人よ リ手 ひどく 攻撃され ると 

いう、 廻 合せの 皮肉 さに、 すこし は 苦笑す る 余裕が あつ 

て も 良 かりそう な もの だのに、 お前 はそんな 余裕 は 耳 

搔 きです くう 程 も 無く、 すっかり 逆上して しまって、 

自身まで 出向いて、 巿 中の 書店 を龃 けずり まわり、 古 

あさ 

本屋まで 買い漁つ たという じ やない か。 

思えば、 気の 小さい、 そんな 男の ことな ど を あばい 

た 本な ど、 たいして 売れ もしなかった だろうと、 おれ 

は 思って いたが 案に 違って、 誇張め いた 言い方 をす る 

と、 瞬く間に 版 を 重ねて、 十六 版 も 出た という。 お前 



従 賄賂して、 頼み込ん だが、 聞き入れよう ともせず、 

挙句に 何 を 言 うかと きけば、 

「 —— 頼み 方が 悪い から、 用達 出来ぬ」 

との 挨拶だった。 

「_ —— これ は 異なる こと を 承る。 拙者の 頼み 様が よろ 

しからず と は、 何 を もって 左様 申される か」 

と、 満 右衛門が 詰め寄る と、 

「 —— 貴方 は、 御主人の 大切な 用 を 頼む のに、 手 をお 

下げに ならん。 普通なら、 両手 を爾と 突いて、 額 を 下 

げて 頼む ところでし ようがな …… 」 

と言われた。 途端に、 満 右衛門 は 頭 を 畳に 付けて、 



「 —— 田舎者の 粗忽 許して 下され」 

と、 煮えく リ かえる 胸まで 曼 につけん ばかりに、 あ 

やま つ た。 

すると 相手 は、 

「 —— 暫く 其の儘で …… 」 

あたま 

と、 満 右衛門の 天窓の 上で 咳な ど をして、 そして、 

一一 一一 n うこと に は、 

「これで 頼み 方が お判りでしょう がな」 

「 はァ」 

まっか 

満 右衛門 は真赧 になって、 畳に しがみつ いていた。 

「 —— はは は …… 。 頼み 方 を 教えて、 大切な 金 を 貸す 



所説 明して やった から 三 円 くれと、 凄む ので ある。 折 

ガチャ ガチャ 

柄、 悪い ところへ 巡 査が 通り 掛 つても、 丹 造 は ひる 

まず 折 合った ところで、 一円 以下で は なかなか ケリを 

つけなかった。 当時、 溝の 側から 貝塚まで 乗せて 三十 

六 銭が 相場で、 九十 銭 くれれば 高野山まで 走る 俥 夫 も 

ざら にいた。 

しかし、 間もなく 朦朧 俥 夫の 取締 規則が 出来て、 溝 

しばしば 

の 側の 溜 場に も屢 M お 手入れが あってみ ると、 さすが 

に 丹 造 も 居た たまれず、 暫 らく まごまごした 末、 大阪 

日報のお 抱え 俥 夫と なった。 殊勝な 顔で 玄関に うずく 

まり、 言葉つ きもに わかに 改まって 丁寧だった が、 そ 



横 堀 筋 違 橋 ほとりの 餅屋の 二階 を 月 三 円で 借り、 そ 

せんば 

^ J を 発行所と して 船 場 新聞と い う あやし い 新聞 を だ し 

たの は、 それから 一年 後の ことであった。 俥 夫 三年の 

間に ちびちび 溜めて 来たと いう ものの、 もとより 小資 

本で、 発行部数 も 僅か 三百、 初号から 三 号まで は、 無 

料で 配り、 四 号 目に は、 もう 印刷屋への 払いが 出来な 

かった。 のみならず、 いかに 門前の 俥 夫だった とはい 

え、 殆んど 無学 文盲の 丹 造の 独力で は、 記事の 体裁 も 

成リ がたくて、 広告 もとれず、 たちまち 経営難に 陥つ 

た。 そこ を 助けた のが、 丹 造 今日の 大を 成す に 与って 

力の あった 古 座 谷 某で ある。 古 座 谷 はかって 最高学府 



「あんた という 人 は、 えげつない 人です な あ」 

と、 呆れて いた。 

「 まあ、 そう 言うな。 潰して しまっても、 もと も 

とたい した 新聞じゃなかった ん だから …… 」 

と、 笑って いると、 お前 は暫 らく おれの 顔 を 見つめ 

ていたが、 何 思った か、 いきな リ、 

なぐ 

r — 冗談 言う と、 撲リ ます ぞ」 

と、 言って 出て 行き、 それき りおれ のと ころへ 顔 出 

しもし なかった が、 それから 大分 経って、 損害賠償 だ 

といって、 五十 円 請求して 来た。 

その 手紙 を 見るな り、 おれ は、 こと もあろう に 損害 



まま 借用 させても らうと、 

ある 日、 玉 造で 拾った 客 を 寺 町の 無量 寺まで 送って 

行く と、 門の 入口に 二列に 人が 並んで いた。 ひょいと 

中を視 くと、 それが 本堂まで 続いて いたので、 何と 派 

手な 葬式 だが、 いったい どこの 何 家の 葬式 かと、 訊い 

て みると、 

「 —— 阿呆らしい。 葬式と ちがい まっせ。 今日は あん 

さ ゆ * つ 

た、 灸 の 日 だんが な」 

と、 嗤 われた。 が、 丹 造 は 苦笑 もせず、 そして、 だ 

ん だん 訊く と、 二、 三、 四、 六、 七の 日が 灸の 日で、 



「 ひと つ 社会奉仕 をして みょうと 思 うんです よ」 

ノ& , あしや あ 

と、 いけ 酒 蛙 酒 蛙と 言った のに は、 一 層 あきれて し 

まった。 

せきゆう 

何が 社会奉仕な もんか。 いって みれば、 施灸 巡業で 

一儲けしょう という だけの 話 じ やない か。 一里 八 銭の 

俥よりも、 三 里の 灸 銭の 方が ぼろい …… と 言えば、 済 

むと ころ を、 社会奉仕と は、 どこ を 押せば、 そんな 音 

が 出る の だと、 おれ はお かしかった が、 そういう おれ 

も おれで、 話 をき くな り、 

「 —— よし、 来た」 

と、 ひどく 弾んで、 承諾して しまったの だから、 世 



と、 すぐさま おれ は 「受付」 の 机のう しろに 坐リ、 

そして、 来た 順に 並ばせて いちいち 住所、 氏名、 年齢、 

病名 をき いて 帖 面へ 控えた。 一 見 どうで もよ いことの 

ようだった が、 これが 妙に 曰く ありげ で、 なかなか 

莫迦に 出来ぬ 思いつきだった。 

お前 はお かね 婆さんの 助手で、 もぐさ を ひねったり、 

線香に 火 をつ けて 婆さんに 渡したり、 時々、 

「 II はい ッ！」 

と、 おかしげな 気合 を 掛けたり、 しまいに は 数珠 を 

揉んで、 

「 —— 南無妙法蓮華経！」 



いかに おれが 宣伝の 才に めぐまれ てい たかは、 いず 

れ後 ほど 詳しく述べる 故、 ここで は 簡単に 止めて 置く 

が、 たとえば 湯 崎へ 来た 最初の 日 集まった 患者の なか 

で 口の 軽そう な、 話 好きそう な 婆さん を 見る と、 

「 —— この 灸は 天下一 の名灸 では あるが、 真実 効 を あ 

ら わそうと 思えば、 たった 一 つ 守って 貰わねば ならぬ 

ことがある。 いや、 いや、 こういった からって、 何も 

むつ かしい ことじ やない。 灸を すえて 三十 分 後に すぐ 

温泉に 浸り、 そして 十三 時間 湯殿から 一 歩 も 出ず、 灸 

の 穴 へ ひっきりなしに 湯気 を あてて 置けば 良い の だ。 

これ をむ つかしい 言葉 で 言う と 温泉 灸 療法と いう …… _ 



く灸を やって いる、 日蓮 宗の 施灸 奉仕で、 ありがたい 

こと だ、 げんに わたし もい ま 先 …… と、 灸の 話が 出る 

こと は 必定 …… と、 可哀想に 長 風呂で のぼせて しまう 

迷惑 も 考えずに、 おれ も 随分 罪な 宣伝 を やった もの だ 

が、 これが また 莫迦に 当った の だ。 

前後 一週間の うちにい くら 儲けた か、 いま 記憶 はな 

いが、 大阪に 残して 来たお 千 鶴の もとへ、 お前が ひそ 

かに 為替 を くんで 送金して やった こと だけ は、 さすが 

のこい つもお 千 鶴の こと は 気になる と 見える、 存外 殊 

勝な もんだ と、 その 時 感心した だけに、 今 も おぼえて 

いる。 もっとも、 その 金 は 「売上げ」 (とお 前 は 言って 



いた、 つまり 収入 だ) のなかから、 内緒で くす ねて い 

たもの らしい と、 あとで わかった 時 は、 興冷めし たが 



とにかく、 儲かった。 お前 は 有頂天に なり、 

「もうお かね 婆さん さえし つか リ摑 まえて 置けば 一 財 

産出 来ます ぞ」 

と、 変に 凄んだ 声で おれに 言い 言いし、 働きす ぎて 

腰が 抜けそう にだる いと 言う 婆さんの 足腰 を 湯殿の 中 

で 揉んで やったり、 晚 食に は 酒の 一本 も 振舞って やつ 

たりして 鄭重に 扱って いたが、 湯 崎へ 来てから 丁度 

五日 目、 



しゃあしゃあ 

酒 蛙 酒 蛙と、 

「 —— いや、 どうもす つかり 御無沙汰 しまして …… 。 

いつぞや は、 飛んだ 御迷惑 を …… 」 

と、 それで、 湯 崎の 一件 を 済して 置いて、 言葉 を 続 

け、 

「 —— 実は、 あれから、 朝鮮へ 行って、 砂金に 手 を 出 

したりし ましたんで すが、 一 杯く わされ ましてな、 到 

頭 食いつ めて、 また こちらへ 舞い戻って 来ました」 

r —— そり や 大変だった ね」 

おうよう 

と 鷹揚に 湯 崎での こと は 忘れた ような 顔 をして、 

「それで、 なに はどうし てるんだ ね？ 今でも やつば 



かって 灸婆 をつ かって 病人 相手の 商売に 味 をし めた 

経験から、 割り出しての こと だろうと、 思わず 微笑 さ 

せられた が、 同時に あきれ もした。 

むかし 道修 町の 薬 問屋に 奉公して いた ことがあ ると 

いうし、 また、 調合の 方 は 朝鮮の 姉が 肺 を わずらって 

しょ まう： t- 

最寄りの 医者に 書いて もらって いた 処方箋 を、 そつく 

り そのまま 真似て つくった ときく から は、 一応うな ず 

け もした が、 それにしても それだけの 見聞で ひとかど 

の 薬剤師に なりすまし、 いきなり 薬屋 開業と は、 さす 

がに お前 だと、 暫 らく 感嘆して いた。 

それと、 もう ひとつ あきれた の は、 お前の 何ともい 



忘れて …… 。 

昔、 政党が さかんだった 頃、 自身 は 閣僚に な る 意志 

はてんで 無く、 ただ、 誰か こいつと 見込んだ 男 を 大臣 

にす るた めに、 しきりに 権謀 術策 を もちい、 暗中飛躍 

をした 男が いたが、 良い 例で はない けれども、 まず、 

おれの 気持 も そんなと こだった ろうか。 

もっとも、 チラ シゃ 包装が それ だと は 言わぬ。 敢ぇ 

て その 権謀 術策 を 挙げよ というなら、 間もなく おれが 

智慧 をし ぼ つ て 考え だした 支店長 募集な ど、 その ひと 

つだろう。 咧 によって 「真相 を あばく」 を 引用しょう _ 



総 発売元と 大きく 出し て も、 何程の 薬 を こしらえ てみ 

て も、 しかも、 その 薬に したと ころで、 そろそろ 

警戒し だした 問屋から は 原料が はいらず、 「全国」 どこ 

ろか、 店での 小売りに も 間に合い かねた。 

そこで、 考えた 丹 造 は 資金 調達の 手段と して、 支店 

長 募集の 広告 を 全国の 新聞に 出した。 

「妻子 養う に 十分の 収益 あり」 という 甘い 文句の 見出 

しで、 店舗の 家賃、 電灯. 水道 代 は 本舗より 支弁し、 

薬 は 委託で いくらでも 送る。 しかも、 すべて 卓効 疑い 

のない 請 合 薬で、 卸値 は 四 掛け ゆえ 十 円 売って 六 円の 

儲けが ある。 なお、 売れても 売れなくても、 必ず 四十 



また、 そうして 置く 方が、 お前の 真相 を あばく 効果 を 

強める ことに もなる わけだろう が、 むろん ここへ はお 

れの名 を 書き そえる ところだった。 いや、 もっと 正確 

を 期す るなら、 一 切 合 財 おれが 下図 を 描いた ものと す 

べきだった。 

そんな 手落ち はあった が、 その代り (といって はお 

かしい が) それに 続く 一節 は、 筆者の 脚色 力 はさきの 

事実の 見落し を 補って 余り ある ほど 逞しく、 筆勢 もに 

Q こ 兌ヽ 。 

ォ 力し 參-レ 

—— 口に 蜜 ある 者 は 腹に 剣 を 蔵す る。 一 人 分 八 百 円 

ずつ、 取る もの は 取った が、 しかし、 果して 新聞の 広 



か。 それで 支店長の 責任が 果せる と 思う のか。 そんな 

ありさま だから、 成績が あがらぬ の だと、 不意に 逆ね 

じ をく わせる。 なお、 売上 台帳 を 調べて、 難癖 をつ け 

るの だ。 

例えば、 背に 腹 はか えられず、 困窮の あまり、 つい 

台帳 を ごまかしたり、 売上金 を 費消 ( —— といっても、 

その 中から 固定給 や 家賃 を 無断 借用して いる だけの こ 

とだが、 形式 上 は 費消 だ) している の を 発見す ると、 

かくしゅ 

もう それだけで、 十分 馘首の 口実に も 保証金 没収の 理 

由に もなる のだった。 

こうして、 追っ払われた 支店長 は 二三に 止まらず、 



しても、 そうだ。 

一 万 九 千円 を 握った だけで 能事 足れり とする ような、 

けちな 肚 なら ともかく、 いくら 何でも、 そんな 非合法 

な、 かつ 信用に 関する ような 真似 は、 お前が やりた く 

て も、 おれが やらなかった。 

そんな 悪辣な 手段ば かり 弄さなかった 証拠に は、 第 

一 期の (などと いえば、 語る に 落ちる が) 支店長で、 

後に 川那子 メジ シンの 首脳部に 収まった 連中が 随分 

あった 害 だ。 もっとも、 淘汰した 者 も 全然ない わけで 

はなく、 たとえば、 売上げ 金 費消の 歴然たる 者 は、 罪 

状 明白な りと して 馘首、 最初の 契約 どおり 保証金 は 没 



収 した。 

しかし、 これ とても 全然 はなからの 計画で はなく、 

冷酷と いってし まえば それまで だが、 敢えて 「あばく」 

に 足る ほどの ことで もなかった。 同じ 「あばく」 なら 

書き 洩らした ところに、 もっと 効果的な 材料が あった 

害 だ。 

すなわち、 成績の わるい 支店の 鼻の 先に、 何の 前 触 

れも なしに、 いきなり 総 発売元の 直営 店 を 設置した の 

がそれ だ。 大阪 でい うならば、 難 波の 前に 千日 前、 堂 

島の 前に 京 町 堀、 天満の 前に 天神 橋と い つ た あんば い 

に、 随所に 直営 店 をつ くり、 子飼いの 店員 を その 主 itt 



ひぼう 

—— 其の後、 売薬 規則の 改 備によ つて、 医師の 誹謗 

が 禁じられ ると、 こんど は 肺病 全快 写真 を 毎日 掲載し 

て、 何某 博士、 何某 医院の 投薬で 治らなかった 病人が、 

川那子 薬で 全快した 云々 と 書き立てた。 世の 人心 を 

まんちゃく し 

瞞着す る こと、 これに 若く もの はない。 何故か？ 

曰く、 全快 写真 は 殆んど 八百長で ある。 

いったい 丹 造が T J の 写真 広告 を 思 いついた の は、 肺 

病 薬 販売 策と して 患者の 礼状 を 発表して いる 某 寺院の 

巧妙な 宣伝 手段に 狙い をつ けた ことに 始まり、 これに 

かんとう 

百 尺 竿頭 一歩 をす すめた ので あるが、 しかし、 どう 物 



おれの 目的、 同時にお 前の 宿願 はこうして 遂に 達せ 

られ たわけ だが、 さて、 お前 は 巨万の 金 を かかえて ど 

うする かと 見て いると、 簡単に 俗臭 紛々 たる 成金 根性 

を 発揮し だした。 

上 本 町に 豪壮 〔# 「豪壮」 は 底本で は 「豪荘 匕 な 邸宅 を 

構えて、 一本 一万 三千 円と いう 木 を 植えつ けたの は 良 

いとして、 来る 人 来る 人 を その 木の 傍へ 連れて行き、 

「 こんな 木で も、 二 万円 もす るんで すから な、 あ 

ま ま J 

「 —— いっそ 木の 枝に 『この 木 一 万 三千 円 也』 と 書い 



鳥 ま、 

「_ ほかの ことなら 辛抱で きまつけ ど、 囲う にこと 

欠いて、 なにも わての 従妹 を …… 」 

と、 まるで、 それが おれの せいかの ように、 おれに 

食って 掛 つた。 随分 迷惑な 話だった から、 

「 —— まあ、 そう 怒りな さんな。 怒る 方が 損 だよ。 あ 

ん たも 川那 子が どんな 男 か 知って る 害 だ。 これが、 普 

通の 男なら、 おれ も あの 女 だけ はよ せと 忠告す ると こ 

ろ だが、 相手が 川那子 だから、 言っても 無駄 だと 思つ 

て 黙って いたんだ よ」 

とかな り 手 きびしく 皮肉って やった が、 お 千 鶴は亭 



に 容姿端麗の 女 事務員 を 募集し、 それに も 情け を 掛け 

ようとした。 まず、 手始めに 広告 取次 社から 貰った 芝 

居の 切符 を ひそかに かくれて やったり、 女の 身で 必要 

もない 葉巻 を 無理に ハンド バックの 中へ 入れて やった 

り、 機嫌 をと つていた。 

それ を 察した 相手が、 安全な うちにと、 暇 をいた だ 

きたい 旨 言い出す と、 お前 は、 

「 どうして、 そんな こと 言 うんです。 X 子さん、 

何故、 居て 下さらん のか」 

と、 ぼろぼろ 泪を こぼして、 浅ましい。 噓の泪 が 本 

当と すれば、 恐らく 折角 手 折ろうと した 花に 逃げられ 



名 (もっとも、 引続きより 以上の 数に 達する かも 知れ 

ぬが) に 施薬した だけの こと を、 鬼の 首で もとった よ 

うに でかでかと 吹聴す るの は、 大袈裟 だ。 

いま その 施薬の 総額 を 見 積る と、 見舞 金が 七十 人 分 

七 百 円、 薬が 二 千 百 円、 原価に すれば 印紙税 共 四百 二 

十 円、 結局 合計 千 二百 円が 実際に 費った 金額 だ。 とこ 

ろが、 この 千 二百 円 を 施す のに、 丹 造 は 幾 万円の 広告 

費 を 投じて いる ことか、 広告 は 最初の 一 回 だけで 十分 

だ。 手前味噌の 結果 報告 だけに 万に 近い 広告費 を投ず 

ると は、 なんとしても うなずけ ぬ …… 。 



えして、 

r — あれ はどうし てる？」 

と、 お 千 鶴の こと を 訊きたかった が、 どうせ 苦労し 

ている にちがいないと 思う と、 聴けば かえって 辛くな 

るだろう と、 よした。 お 千 鶴 ももう 年 だ。 なんとなく 

あの 灸 婆の ことが 想い出され たりして、 想えば お 千 鶴 

も 可哀想な 女 だと、 いま はもう 色気 なぞ 抜きに して、 

しんから 同情され る。 

しかし、 お前 も 随分 しょんぼりした 後 姿だった ね。 

いかにも、 寒そう な、 その 姿が いまおれ の 眼の うらに 

熱く ちらついて、 仕方がない。 右 肩 下り は、 昔からの 



此の おれだった の だ。 だから こそ、 あんなに 詳しく あ 

ばく こと も 出来た の だ。 文章 も 見て わかる だろう。 

( 「大阪 文学」 昭和 十七 年 九月 号) 
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